研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　青南病院　南G　　　職　種　看護師　　　氏　名　鳥谷部　久美子

	期　　間　　平成26年10月28日　～　平成26年11月2日

	出張目的　　勤続10年海外研修

	出 張 先　　ハワイ島（ホノルル）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


1日目：10/28　バスで市内観光
　　　　専用バスでハワイの名所をガイドつきで観光した。時差ボケで眠たかったが壮大な景色を見ながら、心が和んだ。

　　　夕食懇談会

　　　　全国各地の病院から様々な職種の方が参加していた。夕食を共にしながら、ハワイ伝統の踊り

　　　や歌を楽しんだ。会場は海辺で波音を聞きながら、過ごす事ができ癒された。
2日目：10/29　午前中研修会
「看護からみた日米医療の違い」講師：聖ルカクリニック主任看護師　久場　洋子様
　日本では国民皆保険制度・介護保険制度が整備されており、どんな方でもある一定の医療が受けられる。一方アメリカでは保険制度が整っていないのが現状である。保険会社は公的・民間で数社あり、自身が保障内容を選択、加入しているが、内容によっては受診した際に保険が使えず、全額自己負担になるケースや特に公的な保険会社から保険料の支払い拒否があると言う。アメリカでは看護師は「患者さんの療養上の世話」というよりも、まず窓口で保険が使えるかどうかの確認・説明と患者さんの病名や検査項目をパソコン上で入力し保険会社へ申請する事が行われている。これは事務の仕事ではないか？と私は疑問に思うところであった。そして看護師として患者さんにやるべきことは、あるように感じた。
また、「公的保険会社に加入している為保障される訳ではない」という事に関しても納得がいかない。確かに審査は厳しく、保険会社もビジネスである事はわかるが、何の為に保険に加入したかという事になる。結局は「お金がないと適切な医療は受けれない。」という事に行きついてしまう。
アメリカでは保険制度の更なる整備をし、日本のようにどんな方でも適切な医療を受ける体制作りが要だと感じた。
　


・午後施設の視察　ハワイ・リタイアメントコニュニティ
　
　施設概要：主に55歳以上の退職した中・高齢者が元気に安心して暮らせる町を指し、介護の必要な人から健康で自立した人まで幅広く対応する居住施設と医療・生活関連サービスなどが整備されている。
　　　　　　1998年オープン。現在約370名のシルバーの方が利用中であり、世代とニーズに合わせた充実した設備とレクリエーションが充実している。
　　　　　　

　　　　　　看護師は4名常駐。
　・リタイアメント・コミュ二ティ（ADL自立）
　　食事はレストランで（食事の選択も可）・毎日開催される各種アクティビティへの参加
　　リネンサービスと部屋掃除・定期運行バス（中心街へ）・24時間警備体制・緊急呼び出しシステム
　　ランドリールーム・温水プール

　・アシステッド・リビング（生活上の援助が必要な方）
　　＊上記のサービスと投薬管理・入浴・着替え・トイレ等の日常生活支援・特別食
ハワイの中心街より車で30分程離れた郊外にあり、周囲は山に囲まれて季節の花々が咲き誇る自然味
溢れる閑静な立地である。外観もきれいであり、施設というよりはリゾートホテルのような佇まいであ
る。一歩足を踏み入れるとエントランスに噴水があり、電気はシャンデリアが使用されている、皆で過
ごすデイルームが広く、常時飲み物と軽食が準備されていた。図書スペースも完備されていた。このよ
うに整った設備の中で入所している方はにこやかであり、時間に追われておらず、ゆったりとした空間
で生活しているように感じた。

部屋のタイプは1ベッドルームから3ベッドルームまであり、キッチン・トイレ・風呂・クローゼット
が完備されている。1ヶ月の入居料が30万～80万と高いのが特徴である。数人でシェアして住む事も
あり、援助が必要な方は更に料金が増すという。
日本では考えられない料金であり、高所得者以外の入居は出来ないと思った。
　アメリカではこれまで住み慣れた自宅や土地を売り、第2の人生としてこのような施設に入る高齢者

が多いと説明があった。入所している方は、認知症を患っている訳ではないとの事であった。

夜：ディナークルーズ

　　豪華な船に乗り、ディナーとハワイ伝統の歌・踊りを楽しんだ。船上から、日が暮れて夜景になる様子も格別であった。英語はうまく話せないが、ウェイターさんと単語やジャスチャーでコミュニケーションをとり冗談を言ったり、一緒にダンスを踊った。ハワイの方は明るくて良い性格だと思った。

3日目：10/30　プール

　　　　室外の大型プールへ専用バスで金子さん、北向さんと一緒に行った。絶叫スライダーに乗り、大声を挙げる事でストレス発散になった。また、ボディボードをしたり普段の運動不足が解消された。スタッフが英語で何を言っているが、わからず、私達は「2ドル必要」と聞き違えたが「2人乗り」という事であった。もっと英語を学ぶべきであったと感じました。
4日目：10/31　海水浴

　　　　4日目にしてビーチに行っていないことに気付き、せっかく来たのだからと海水浴へ行った。

　　　気候、水温は丁度良く、地元の方、観光客で賑わっていた。私は泳げ無いが、浮き輪で波に海はエメラルドブルーの海を眺めて過ごしました。

・今回初めて日本から離れ、ハワイ研修に行かせて頂きました。家族や職場の事が気になりましたが、日常から離れ、ハワイの文化や景色・人柄・性格に触れ、有意義な時間を過ごす事ができました。普段、緊張して仕事していますが、適度にリラックスできました。心配していた家族も大きな問題はなく、子供達の成長も感じられました。

　　このような機会を設けて下さり、感謝しています。
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